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１．ねらい

秋田県におけるいもち病防除は、育苗期

防除と本田葉いもち防除を行うことで穂い

もち防除を省略する減農薬防除体系であ

る。近年、育苗期防除の実施率は30%前後

であるが、今後さらなる普及拡大が見込ま

れる。そのため、すでに登録のあるビーム

ゾル剤の200倍液かん注処理よりさらにコ

スト削減を考慮した同剤の低濃度処理によ

る防除効果を検討する。また、箱施用剤の

一種である嵐剤は、播種時あるいは播種前

に処理することで育苗期の防除と本田葉い

もち防除を兼ねる優れた薬剤であるが、耐

性菌出現リスクが高いため使用場面が限ら

れている。一方、抵抗性誘導型の箱施用剤

は、播種時あるいは播種前に使用期間が拡

大したことで使用面積が増えているが、本

施用剤の育苗期におけるいもち病防除効果

は不明である。そのため、同剤の育苗期に

おける防除効果を検討する。

２．試験方法

(1)ビームゾルの苗の葉いもちに対する防

除効果：①耕種概要：品種：ナツミノリ

（いもち病に対する抵抗性は弱） 播種：

平成23年5月13日 出芽管理：無加温出芽

②薬剤処理：5月23日（緑化始期）に200倍

液（通常濃度）、500倍液または1000倍液

を500m/箱かん注した。③病原菌の接種：5

月27日に胞子懸濁液を噴霧接種した。④調

査方法：6月7日に各区200苗（無処理のみ1

00苗）について発病を調査した。

(2)各種箱施用剤の苗の葉いもちに対する

防除効果：①耕種概要：品種：ナツミノリ

播種：平成24年10月25日 出芽管理：無

加温出芽 ②薬剤の処理：試験薬剤のルー

チン粒剤、アプライ箱粒剤、ファーストオ

リゼ粒剤および対照薬剤の嵐プリンス粒剤

６は10月25日の播種時に処理し、ビームゾ

ルは11月1日（緑化始期）に200倍液を500m

/箱かん注した。③病原菌の接種：11月4日

に胞子懸濁液を噴霧接種した。④調査方法

：11月18日に各区200苗（無処理のみ100苗）

について発病を調査した。

(3)各種箱施用剤の本田葉いもちに対する

防除効果：①耕種概要：品種：ナツミノリ

播種：平成22年4月12日 移植：5月14日

②薬剤処理：試験薬剤のルーチン粒剤、ア

プライ箱粒剤およびファーストオリゼ箱粒

剤は4月14日の播種時に処理した。③病原

菌の接種：6月24日に発病株を試験区間に

配置した。④調査方法：7月26日に各区100

株の上位３葉について株毎に病斑を数え

た。また，8月18日に各区50株について止

葉病斑を数えた。

３．結果及び考察

(1)ビームゾル500倍液の箱当たり500ml の
緑化始期かん注処理は対照の同剤200倍の

箱当たり500ml の緑化始期かん注処理とほ
ぼ同等の高い防除効果が認められた（表

１）。一方、同剤1000倍液の箱当たり500ml
の緑化始期かん注処理は防除効果が低く、

実用性は低かった（表１）。

(2)抵抗性誘導型の薬剤であるルーチン粒

剤、アプライ箱粒剤およびファーストオリ

ゼ箱粒剤の播種時覆土前処理は、嵐プリン

ス箱粒剤６の播種時覆土前処理やビームゾ

ル200倍液の箱当たり500ml の緑化始期か
ん注処理と比べる、といずれも苗の葉いも

ちに対して防除効果は低かった（表２）。

(3)ルーチン粒剤、アプライ箱粒剤および

ファーストオリゼ箱粒剤は、本田葉いもち

に対して高い防除効果が認められた（表

３）。

４．まとめ

ビームゾルは登録上の使用濃度よりも低

濃度である500倍でも十分な苗の葉いもち

に対する防除効果が認められた。一方、ル

ーチン粒剤、アプライ箱粒剤およびファー

ストオリゼ箱粒剤の播種時覆土前処理は、

本田葉いもち防除剤としては防除効果が高

かったが、嵐プリンス箱粒剤６に比べ苗の

葉いもち防除効果は低かった。このため、

抵抗性誘導型の箱施用剤であるルーチン粒

剤、アプライ箱粒剤およびファーストオリ

ゼ箱粒剤のみでは育苗施設から本田へのい

もち病の持ち込みを防ぐことは困難であ

る。本田におけるいもち病の多発を防ぐた

めにはビームゾル等育苗期防除剤と箱施用

剤を組み合わせて使用することが重要であ

る。
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表１　ビームゾルの苗の葉いもちに対する防除効果

供試薬剤 処理量 調査苗数 発病苗率(%) 病斑数(個/苗) 防除価
1)

ビームゾル 500倍 200 4.2 0.0 95.8

ビームゾル 1000倍 200 32.3 0.4 67.7

対照) ビームゾル 200倍 200 0 0 100

無処理 100 100 18.41

1) 発病苗率から算出

表２　各種箱施用剤による苗の葉いもち防除効果

供試薬剤 処理量 調査苗数 発病苗率(%) 病斑数(個/苗) 防除価1) 薬害

ルーチン粒剤 50g/箱 200 94.7 5.2 4.3

アプライ箱粒剤 50g/箱 200 85.2 2.3 13.9

ファーストオリゼ箱粒剤 50g/箱 200 77.3 1.8 21.9

対照)嵐プリンス箱粒剤 50g/箱 200 0.3 0.0 99.7

無処理 100 99.0 5.4

1) 発病苗率から算出。2) 苗当たり病斑数から算出

表３　各種箱施用剤の葉いもちに対する防除効果

供試薬剤 発病 株当たり 発病 株当たり

株率(%) 病斑数(個) 防除価 株率(%) 病斑数(個)

ルーチン粒剤 50g/箱 2.0 0.0 99.6 3.0 0.0

アプライ箱粒剤 50g/箱 32.0 0.4 90.9 6.5 0.1

ファーストオリゼ箱粒剤 50g/箱 5.0 0.1 99.0 3.0 0.0

無処理 100 4.9 58.0 0.6

防除価は7月27日の株当たり病斑数の平均値から算出した。

いずれの区においても緑化始期（べた張り除去2日後）にベンレート水和剤500倍液を500ml/箱かん注処理した。

施用量

7月27日 (上位3葉) 8月19日 (止葉病斑)
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